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はじめに

W日 0に よると、30年 前に|よ世界の人回の4

書」が都市部に住んでしヽたが、2050年 までにフ害」

まで増加すると推計してしヽる。人類の長しヽ歴史の

中で、近年、急速に都市化、都会化が進んでいる

ようである。一般的に|よ、都市化|よ健康増進にプ

ラスに働くと考えられるが、無計画な都市化|よ逆

に住民の健康や安全を脅かすこと|よ、過去の例を

ひくまでもなく明らかである。W日 01よ今年のテ
ーマに 「都市における健康」を掲げている。世界

の都市の共通課題として、①都市における生活様

式と密接な関係がある心疾患、高血圧、糖尿病、

肥満などの疾患や状態、②安全性の低い水や食ベ

物が原因の感染性胃腸炎や過密な住環境が一因と

なる結核などの感染症、③交通事故、けがや暴力

などのリスクの上昇、④精神障害や薬物乱用、⑤

大気汚染や副流煙の曝露などがあると指摘し、そ

の解決のために何をすべきかを問しヽかけてしヽる。

本稿で|よ、これらの課題のうち感染症につしヽて述

べたしヽと思う。

三大感染症

世界の三大感染症|よ、エイズ、結核、マラリア

であるが、毎年500万 人もの人が命を落としてお

り、地球規模で問題になつている。多くの国、特

に開発途上国において、社会的 。経済的に大きな
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負担となつている。先進国である日本においても

エイズ、結核|よ大きな課題である。日IV/エイズ|よ

欧米諸国と比較すると、数こそ多くないが、未だ

に年々報告数が増加傾向にある。また、結核|よ先

進国の中で|よ曜患率が高く、世界の中でもまだ中

蔓延国である。日IV/エイズ|よ主に性感染症、結核

|よ飛沫核感染としヽう違しヽ|よあるが、いすれも都市

部の方が感染機会が多いとしヽう共通点がある。

HiV/エ イズ

(1)世 界の状況

UNAIEISの 幸反告 (AIEIS eplderlnic update

2009)に よると、2008年 に日IVの感染者数

(HIV感 染者とエイズ患者の合計)|よ世界中で

3,340万 人 (3,110～ 3,580万 人)、2008

年に新たにHiVに 感染した人|よ270万 人 (240

～ 300万 人)、2008年 にエイズで亡くなつた

人|よ200万 人 (170～ 240万 人)と 推計し

ている。感染者数|よ、2000年 より200/o増加

しており、全世界で増加が続しヽてしヽる。

感染者数を地域別にみると、サ八ラ砂漠以南

のアフリカが 2,240万 人 (21080～ 2,410

万人)と 最も多く、全世界の約 フ害」を占める。

以下、南アジア ・東南アジア 380万 人 (340

～ 430万 人)、南米 200万 人 (180～ 220

万人)、東欧 ・中央アジア 150万 人 (140～

1フ0万 人)、北米 140万 人 (120～ 160万 人)、

東アジア 85万 人 (70～ 100万 人)、西欧 85

万人 (ア1～ 9フ 万人)、中東 北 アフリカ 3]

万人 (25～ 38万 人)、カリブ海 24万 人 (22

～ 26万 人)、オセアニア 59万 人 (5]～ 68

万人)と 続く。

(2)日 本の状況

日本で|よ感染症法に基づき日IV感 染者 (日IV

に|よ感染しているがエイズ|よまだ発症していなしヽ)

とエイズ患者 (免疫が低下しエイズを発症して

いる)に わけて感染症発生動向調査を実施して

「都市と感染症」
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しヽる。2009年 エイズ発生動向年報 (厚生労働

省エイズ動向委員会)に よると、日IV感染者の

2009年 報告数は 1,021件 で、 2008年  (11126

件)、 2007年  (1,082件 )に 次しヽで過去 3位

であつた。2009年 |よ新型インフルエンザ流行

の影響で 日V抗 体検査の受検者数が全国的に例

年より少なかつたため、前年より報告数が少な

かつた可能性がある。エイズ思者の 2009年 報

告数は 43]件 で前年と同数であつた。2009

年末における日IV感染者及びエイズ患者の累計|よ、

それ制 1,573+十 (男91555件 、女 2,018

件)及 び 5,330件 (男4,7]4件 、女 616件 )

である。これと別に、凝固因子製剤による感染

者 (血液凝固異常症全国調査)の 累計|よ1,439

件 (男 1,42]件 、女 18件 )で ある。

2009年 までの累計データにおける感染経路

をみると、日IV感 染者 (11〕573件 )で |よ同性

間性的接触が 5,929件 (5120/0)、 異性間性

的接触が 3,64フ 件 (31.50/0)で 、性的接触に

よるものをあわせると9,576件 (82フ 0/0)を

占めた。エイズ患者 (5,330件 )で |よ異性間性

的接触が 2,133件 (4000/0)、 同性間性的接

触が 1,704件 (3200/0)、 で、性的接触によ

るものをあわせると 3,83フ 件 (フ200/o)を 占

めた。

最近 5年 間に限ると、日IV感染者 (5,013件 )

で|よ同性間性的接触が 3,355件 (6690/0)、

異性間性的接触が 1,07フ 件 (2150/o)で 、性

的接白郵こよるものをあわせると4,432件 (8840/0)

を占めた。エイズ患者 (2,053件 )で |よ同性間

性的接触が 855件 (4160/0)、 異性間性的接

触が 707件 (3440/0)で 、性的接触によるも

のをあわせると ],562件 (フ610/o)を 占めた。

性的接触が増加し、中でも同性間性的接触の書」

合が増していることがわかる。

2009年 までの累計データにおける報告地別

報告数をみると、日IV感 染者 (11,573件 )で

|よ、第 1位 |よ東京都 4,44フ 件 (3840/0)で 、

第 2位 以下|よ、大阪府 1,303件 (1130/0)、

神奈川県822件 (ア10/o)、愛知県626件 (540/o)、

千葉県 556件 (480/0)、茨城県448件 (390/0)、

埼玉県 350件 (300/0)、静岡県 276件 (240/0)、

長野県 255イ牛 (220/o)、 兵庫県 229イ牛 (200/o)

と続く。

日本国籍の日IV感染者 (9〕184件 )で みると、

東京都 3,766件 (41.00/0)、大阪府 1,168件

(12フ 0/o)、神奈川県 635件 (690/0)、愛知県

484件 (530/0)、 千葉県 369件 (400/o)、

埼玉県282件 (310/0)、福岡県214件 (230/o)、

兵庫県200件 (220/o)、静岡県 186件 (200/o)、

茨城県 169件 (180/0)の 順となる。首都圏と

政令指定都市などの人回の多しヽ都市を持つ都道

府県が上位にくる。

日本国籍のエイズ患者 (4,28フ 件)で みても、

東京都 ],232件 (28フ 0/0)、大阪府 349件

(810/0)、 神奈川県 326件 (760/0)、 千葉県

300件 (700/0)、 愛知県 211件 (490/o)、

埼玉県 195件 (450/0)、茨城県 190件 (440/0)、

兵庫県 ]15件 (270/0)、長野県 108件 (2.50/0)、

栃木県 105件 (240/0)と 同様の傾向となる。

日IV感染症の感染経路|よ国や地域によって異

なるが、日本の場合|よ上述のように性的接触、

特に同性間性的接触が大部分を占めている。感

染症発生動向調査のデータ|よあくまでも本人申

告に基づしヽており、異性間性的接触や不明と回

答した中にも同性間性的接触が含まれていると

考えられる。実際、エイズ診療に携わつている

医師に聞くと、サーベイランスデータよりすつ

と同性間性的接触|よ多いという回答が異回同音

に返ってくる。日本国籍の 日 V感 染者 (男

81490件 、女 694件 )及 びエイズ患者 (男

4,012件 、女 275件 )に おしヽて、男が女の

122倍 及び 146倍 と大きな男女差があること

でもそれがわかる。

都市部におしヽて感染者の報告が多しヽのは、感

染する機会も多いからだと考えられる。男性同

性間で性行為を行う者を MSM(Men who

have sex with men)と しヽうが、 MSMが 利用

するバーなどの飲食店や性風俗店などの商業施

設が都会に|よ多く、出会いの場が多ければ必然

的に感染機会も増えることになる。

結核

(1)世 界の状況

結核の統計 2009(財 団法人結核予防会)に

よると、WHOの 推定で|よ200フ 年に新たに
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920万 人が結核を発病し、1フ0万 人が死亡し

てしヽる。200フ 年の結核罹患率 (人回 10万 対)

|よ、ボツワナ405、 フィリピン 160、 タンザ

ニア 14ア、インド]11、 タイ 86な ど開発途

上国を中心に高く、韓国フ8、 シンガポール 31

などの新興国で|よ中等度であるが、フランス86、

デンマーク65、 オランダ 5ア 、オーストラリ

ア54、 カナダ45、 アメリカ43な ど欧米先

進国|よ日本 198よ り低値である。

(2)日 本の状況

日本の罹患率 (2008年 )|よ 194で あるが、

都道府県別の罹患率をみると、大阪府 32.8が

最も高く、東京都 25.1、 長崎県 246、 和歌山

県24,5、大分県238、 兵庫県230、 愛知県228、

徳島県 227、 鹿児島県 219、 青森県 21.3と

西高東低の傾向がある。

特別区と政令指定都市の中で比較すると、大

阪市 506を 筆頭に名古屋市 315、 堺市 289、

穴泉者凹寺別区286、 ネ申戸市2フ2、 Jヒ九〃‖‖市240、

京都市 230、 川崎市 22.ア、福岡市 209、 静

岡市 ]88と 続く。

保健所単位でみると、東京都台東保健所

6].3が 最も高く、徳島県三好保健所 596、 京

都市東山保健所588、 東京都新宿区保健所531、

奈良県桜井保健所52.8、名古屋市中村保健所520、

大阪市保健所 506、 川崎市川崎保健所 502、

名古屋市中保健所 472、 名古屋市南保健所

46.4の 順で都市部の保健所に罹患率の高しヽ所

が多しヽ。

おわりに

都市部に多い感染症の例として、エイズと結核

を取り上|ザたが、この2疾 患以外にも麻疹、水痘、

インフルエンザ、腸管出血性大腸菌感染症 (015フ

等)、ノロウイルスなどの感染症も条件がそろえば

大流行する可能性がある。都市部|よ人口が多く、

人口密度も高しヽ。満員電車を|よじめとして狭い空

間を不特定多数の人と共有する場画も多い。学校

や幼稚園 ・保育所などの集団生活をする機会も多い。

各感染症に免疫がない人の数が多ければ多いほど

リスク|よ高くなる。しヽすれも感染症の集団発生や

感染拡大を防止するのに不利な条件ばかりである。

各自治体で|よ、保健所が中心となつて感染症対

策にあたつている。感染症発生動向調査により常

国頃から各感染症の動向を監視し、一旦感染症が

発生した場合に|よ迅速に疫学調査を実施し、感染

拡大防止策を実施することになつている。また住

民に対して|よ、感染症に関する知識や予防法、感

染拡大防止策につしヽて啓発や周知を行つている。

ひとつひとつの作業は地味で目立たなしヽものであ

るが、地道に着実に継続していく必要がある。

感染症対策|よ、都市部であれ田合であれ重要な

ことに変わり|よなしヽ。ただ、都市部で|よ一旦感染

症が発生したら、大規模な集団発生につながる危

険性を常に|よらんでいることを忘れて|よならなしヽ。

常日頃から十分対策を練り、準備を怠らす、しヽざ

という時にすぐに対応できる体制を整えておくこ

とが重要である。

2009年末におけるHiV感 染者及びAIDS忌 者の国籍別、性別、感染経路別累計

診断区分  感 染経路       日 本国籍        外 国国籍        合 計

男 女 計  男 女 計

HIV 異 性間の性的接触

同性間の性的接触*]

静注薬物使用

母子感染

その他 *2

不明

]972     565   2537      336     774   ]]]0     2308    1339   8647

72]     83    804      322     5]7    839     1043

5929

54

32

268

1643  *1両 性間性的接触を含む

HV合 計 8490     604   9184     1065    ]324   2389 9555    2018  ]]573

A EIS 異性間の性的接触

同性間の性的接触 *]

静注薬物使用

母子感染
その他*2

不明

40]2    275   4287 34]   1043 4714     6]6   5330

来2輸 血などに伴う感染例や

推定される感染経路が複

数あるlplを含む

*31999年 3月31日までの病

状変化によるエイズ患者

報告数154件を含む。

*4「血液凝固異常症全国調

査Jによる2009年5月3]

日現在の凝固因子製斎1に

よる感染者数

1 8 2  ] 6 9 9

2  ] 5 9 5

3     2]

3     12

18    134

67    826

434

]09

21

5

33

44]

lフ6 2

17110

38

10

138

1066

371   2]33

4   1704

4     42

フ     17

29    167

201   1267

AIDS合 計 鳩

凝固因子製斉」による感染者 *4 18   1439
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